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	Ⅰ　はじめに
	●、■）に比べ、以降の記録から推定したそれ（△、×）の方が長いことがわかる。図中の破線はKashimaP2)Pにより評価された固有周期と最大変形角の関係であるが、どの建物においても本検討の評価結果とおおむね対応していることがわかる。一方で各図の下段に示した減衰定数については、ばらつきが大きく、最大変形角や地震前後での明瞭な傾向は見られない。

